
三千本の灯ろうが、きらびやかに棚田を照らしました

　11月10日、収穫の秋を迎え、下赤阪の棚田周辺で、ライトアップ、収穫祭、伝統文化披露などが行われました。
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平
成
23
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度
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算
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お
知
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し
ま
す

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
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せ
た
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は
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入
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５
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９
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は
、
国
の
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
や
中
学

校
の
耐
震
補
強
等
工
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う
国
庫
支
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が
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な
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前
年
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事
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、
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億
１
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が
、
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前
年
度
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き
、
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一
時
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な
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戸
籍
電
算
化
事
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４
６
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円

高
規
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救
急
自
動
車
購
入
事
業
及
び
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防
車
両
更
新

事
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２
８
３
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図
書
室
充
実
事
業	
１
２
５
４
万
円

会 計 別 歳 入 歳 出 決 算 状 況

一般会計決算状況 （単位：万円）

                    
会計別 　 区　分 歳  入 歳  出 差引額

一般会計 28億7,624万円 27億6,284万円 1億1,340万円

特別会計

国民健康
保 険

事業勘定 8億2,148万円 7億6,049万円 6,099万円

施設勘定 1,168万円 1,152万円 16万円

介護保険 5億2,398万円 5億1,985万円 413万円

後期高齢者医療 6,932万円 6,907万円 25万円

下水道事業 1億8,580万円 1億8,580万円 0万円

金剛山観光事業 9,669万円 6,598万円 3,071万円

合　　　計 45億8,519万円 43億7,555万円 2億964万円

歳入

歳出

28億7,624万円

27億6,284万円

自
　主
 財
　 源
　　　29.0％

 依
 存
 財
 源
71.0％　　　　

村税
58,536
20.4％

地方交付税
129,175
44.9％

総務費
55,755
20.2％

民生費
63,686
23.1％

その他
24,648
8.6％

議会費
7,969
2.9％

国・府支出金
38,802
13.5％

災害復旧費
8
0.0％

その他
13,048
4.5％

村債
23,415
8.1％

土木費　18,099
6.6％

衛生費　25,315　9.2％

農林水産業費　3,440　1.2％

消防費　15,607
5.6％

商工費　2,814　1.0％

公債費
47,588
17.2％

教育費
36,003
13.0％

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業

一
般
会
計
の
決
算
状
況

財　

産　

の　

状　

況
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
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づ
き
、「
健
全
化
判
断
比
率
」
お
よ
び
「
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平
成
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年
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算
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健
全
化
（
財
政
再

生
）
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準
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び
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営
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化
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り
ま
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債
費
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３
年
連
続
で
村
債
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府
知
事
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可
が
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要
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な
る
基
準
18
％
を
超
え
る
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り

ま
し
た
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詳
し
く
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ー
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ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。 財　

政　

指　

標
※	比率が算定されないところは、「－（該当なし）」で表示しています。

■健全化判断比率

■資金不足比率

　 千早赤阪村 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 15％ 20％

連結実質赤字比率 － 20％ 35％

実質公債費比率 18.3％ 25％ 35％

将来負担比率 77.5％ 350％ －

　 千早赤阪村 経営健全化基準

水道事業会計 －

20％下水道事業特別会計 －

金剛山観光事業特別会計 －

1

介　護　保　険

＝ 特別会計の決算状況 ＝＝ 水道事業会計決算状況 ＝
１．収益的収支（消費税抜き）
収益は、1億3,344万円（対前年度比3.2％

減）でした。主なものは水道料金などで1

億2,668万円となっています。
費用は、1億3,136万円（対前年度比3.8％増）
でした。主な内訳は、原水及び浄水費で
2,333万円（対前年度比5.6％増）、総係費で
3,518万円（対前年度比21.2％増）です。
この結果、本年度は208万円の純利益が

生じ、未処分利益剰余金として翌年度に繰
り越しました。

２．資本的収支（消費税込）
主な事業は、水道事業変更認可に伴う申

請図書の策定委託料や企業債の償還などで
す。
収支差引での不足額4,404万円は、過年

度分損益勘定留保資金などで補てんしまし
た。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率（上水道）

下 水 道 事 業

金剛山観光事業

国民健康保険

後期高齢者医療

水　道　事　業　収　益 1億3 ,344万円
水　道　事　業　費　用 1億3 ,136万円
平成 23年度純利益 208万円

収　　　　　　　　入 531万円
支　　　　　　　　出 4 ,935万円
収 支 差 引 不 足 額 4 ,404万円

給　　水　　人　　口 6 ,032人
給　　水　　戸　　数 2 ,411戸
年　間　総　配　水　量 811 ,767k
年 間 総 有 収 水 量 663 ,737k

平成24年３月末現在 4億8 ,688万円

水源依存率 
自己水  557,178㎥
（構成比 75.0％）

　大阪広域水道企業団水
　178,190㎥（構成比 24.0％）

富田林市水　7,145㎥ （構成比 1.0％）

被保険者数 1,990人

居宅サービス給付費

1億9,297万円

施設サービス給付費

2億2,095万円

地域密着型サービス給付費

1,570万円

居宅サービス計画給付費

2,047万円

住宅改修費 308万円

福祉用具購入費 107万円

特定入所者サービス費 2,304万円

高額サービス費 997万円

高額医療合算介護サービス費

106万円

給付費合計 4億8,831万円

介護予防事業費 82万円

包括的支援・任意事業費 697万円

地域支援事業費合計 779万円

加入世帯数 1,079世帯

被保険者数 2,016人

医療保険料 1億5,133万円

（１人当たり保険料　75,064円）

医療費 6億5,925万円

（１人当たり医療費 327,009円）

診療所受診者数 6,341人

村債（借入金）残高 7,321万円

被保険者数 897人

保険料 4,978万円

（１人当たり保険料　55,491円）

水分地区の一部で、汚水管渠布
設工事などを実施し、2.20©の面
整備事業を行いました。
下水道普及率 72.8％
村債（借入金）残高

13億1,125万円

金剛山ロープウェイ整備工事

（曳索平衡索切詰工事など）・

千早駅出口階段改修工事を行い

ました。

¡金剛山ロープウェイ

運転回数 7,507回

輸送人数 12万134人

¡香楠荘

定員 53人

宿泊者数 5,794人

村債（借入金）残高

3,468万円
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1

人事行政の運営などの状況
人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、「千早赤阪村人事行政の運営等の状況の公表に関す

る条例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて公表します。

１．職員の任免および職員数の状況

（1）採用・退職の状況

平成23年度
採用 ５人
退職 ６人

２．職員の給与の状況

（1）人件費の状況（23年度一般会計決算）

住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率 22年度の
（平成24年3月31日） （千円） （千円） （千円） （B/A） 人件費率

6,038人 2,681,522 95,877 758,190 28.3％ 23.0％

（2）部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

＊職員数は、特別職を除く全職員数（教育長を含む）であり、地方
公務員法の身分を保有する休職者、派遣職員を含み、任期付・再
任用短時間勤務職員、非常勤職員を除いています。
＊区分のその他は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者
医療事業です。
＊平成24年４月１日付けの採用は４人です。

＊人件費には、特別職、議員などに支給される給料、報酬などを含みます。

（2）職員給与費の状況（24年度一般会計予算）

職員数 給　　　　与　　　　費 １人当たり

A 給　料 職員手当 期末・あ 計　B 給与費

（人） （千円） （千円）
勤勉手当

（千円）
（B/A）

79 284,079 46,023 108,034 438,136 5,546
（千円） （千円）

＊職員の給料は平成25年３月31日まで全職員５％の削減を行っています。
＊職員数は、４月１日現在の一般会計の一般職に属する職員（教育長を
除く）の数です。
＊職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。
＊職員数には任期付・再任用短時間勤務職員（７人）を含みます。
＊給与費は当初予算に計上された額です。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 3,072百円 44.0歳
技能労務職 2,978百円 47.3歳

＊一般行政職とは、全職種から税務職、保健職、企業職、技能労務職、
教育職を除いた職種です。

＊村の給与条例に基づく行政職給料表（一）の級区分による職員数です。

部門 区　分
職員数（人） 対前年 主な増減理由

平成23年 平成24年 増減数

議　　会 2 2 0

総　　務 19 21 2 組織の見直し
税　　務 5 4 △ 01 組織の見直し
民　　生 5 5 0

衛　　生 8 7 △ 01 組織の見直し
農林水産 3 3 0

商　　工 2 2 0

土　　木 6 6 0

小　　計 50 50 0

教　　育 16 13 △ 03 組織の見直し
小　　計 16 13 △ 03

水　　道 4 4 0

下　水　道 3 3 0

そ　の　他 7 7 0

小　　計 14 14 0

総　合　計 80 77 △ 03

（4）職員の初任給の状況（平成24年４月１日現在）

千　早　赤　阪　村 国
区　　分

初任給 採用２年経過 初任給 採用2年経過
後の給料月額 後の給料月額

一　般 大学卒 163,590円 176,510円 172,200円 185,800円
行政職 高校卒 133,095円 142,310円 140,100円 149,800円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成24年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般 大学卒 265,335円 284,620円 ―
行政職 高校卒 212,705円 ― 292,600円

（6）一般行政職の級別職員数の状況（平成24年4月1日現在）

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 計

標準的な 主事 主事
主査

係長 課長
課長職務内容 技師 技師 主査 課長代理

職員数 9人 4人 3人 22人 17人 3人 58人
構成比 15.5％ 6.9％ 5.2％ 37.9％ 29.3％ 5.2％ 100％

②地域手当（平成24年４月１日現在）

支　給　対　象　地　域 全地域
支　　　　　　　　給　　　　　　　　率 ３％
支 　 給 　 対 　 象 　 職 　 員 　 数 58人
国 の 指 定 基 準 に 基 づ く 支 給 率 ３％
支給対象職員平均支給月額（24年4月平均） 97百円

（7）職員手当の状況
①期末手当、勤勉手当および退職手当（平成24年4月1日現在）

区　　分 千　早　赤　阪　村 国

（平成24年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

期末手当 ６月期1.225月 0.675月
村と同じ

勤勉手当 12月期1.375月 0.675月
計 2.600月 1.350月

職務上の職階、職務の級などによる加算措置　有

区　　分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 村と同じ

退職手当 勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（２％～20％加算）

村と同じ

一
　
般
　
行
　
政

特
別

行
政

公
営
企
業

会
　
計
　
等

＊職員数、支給月額は一般行政職
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６．職員の福祉および利益の保護の状況
（1）健康診断（平成23年度）

区　　分 受診者数 区　　分 受診者数

定期健康診断
98人

各種がん検診 16人
（臨時職員を含む）

５．職員研修の状況（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

（1）村職員研修

７．公平委員会での業務の状況（平成23年度）

業務の種類 件数

職員の勤務条件に関する措置の要求の処理件数 ０件
職員に対する不利益な処分の不服申立ての処理件数 ０件

（2）職員の福利厚生の状況（平成24年４月１日現在）

区　　分 主な実施事業 構成人数

株式会社リラックス・コミュニケーションズ 福利厚生事業 86人
千早赤阪村職員親睦会 ウォーキングイベント・給付事業 84人

（3）おおさか市町村職員研修研究センターなどへの参加

（4）その他
研　　修　　名 参加人数

部落解放・人権夏期講座 ２人
人権大学講座 １人

（2）南河内郡職員研修協議会
研　修　名 参加人数 研　修　名 参加人数

管理職研修 ５人 新任課長研修 １人
新任係長研修 ５人 新規採用職員研修 ５人
工事監理（建築）研修 １人 面接官研修 １人
接遇指導者養成 １人 行政法演習 １人
クレーム対応研修 ５人 地方自治法指導者養成 １人
政策課題研修 ３人 民法演習 １人
人権研修 73人

研　　修　　名 参加人数

新人職員登山・給食 ５人
法令（行政法・地方自治法） ８人

４．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成23年度）

３．職員の勤務条件や服務の状況
（1）勤務時間など
◆勤務時間　午前９時から午後５時30分まで

１日当たり７時間45分勤務（休憩時間を除く。）
週38時間45分勤務

◆週 休 日　土曜日、日曜日
◆休　　日　国民の祝日に関する法律に規定する休日および年末

年始（12月29日から翌年の１月３日まで）
◆休憩時間　午後０時00分から０時45分まで
◆休息時間 なお、勤務時間などは勤務場所により異なります。
（2）休暇制度など
◆年次有給休暇 １年につき20日間付与

平成23年職員の平均取得日数は7.3日
◆その他の休暇 病気休暇、特別休暇、介護休暇、育児休業な

どがあります。

＊ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数として用いられるものです。

＊支給月額は一般行政職

③扶養手当、住居手当および通勤手当（平成24年４月１日現在）

④特殊勤務手当（平成24年４月１日現在）

区分 内　　　容 千 早 赤 阪 村 国

配　　偶　　者 13,000円
6,500円

その他の扶養親族 （配偶者がいない１人目　　　　11,000円）
（配偶者が扶養対象外の１人目　06,500円）

16歳から22歳までの子（上記の額に加算） 5,000円
借家で家賃（12千円を超え

27,000円を限度として支給
る額）を支払っている者
交通機関利用者 55,000円まで全額支給

片道２㎞未満 2,000円
片道２㎞以上５㎞未満 2,000円
片道５㎞以上10㎞未満 4,100円

自動車など交通用具 片道10㎞以上15㎞未満 6,500円
利用者 片道15㎞以上20㎞未満 8,900円
（２㎞未満は、特に 片道20㎞以上25㎞未満 11,300円
承認した者のみ） 片道25㎞以上30㎞未満 13,700円

片道30㎞以上35㎞未満 16,100円
片道35㎞以上40㎞未満 18,500円
片道40㎞以上 20,900円

手　当　の　種　類 内　　　容

伝染病防疫作業従事手当 １日 1 ,0 0 0円
犬・猫死体処理作業従事手当 １件 1 ,0 0 0円

⑤時間外勤務手当（平成24年４月１日現在）

支給対象職員平均支給月額 4 0 9百円

（8）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

21年度 22年度 23年度
ラスパイレス指数 94.5 94.8 90.5
前　年　比 △ 0.5 0.3 △ 4.3

（9）特別職の報酬などの状況（平成24年４月１日現在）

扶
養
手
当

住
居
手
当

通

勤

手

当

研　　修　　名 参加人数

トップセミナー外１４プログラム 41人

区　　　分 月額など

村　長 422,500円（650,000円）
給料 副村長 441,000円（630,000円）

教育長 416,000円（520,000円）
議　長 272,000円（340,000円）

報酬 副議長 256,000円（320,000円）
議　員 236,000円（295,000円）

村　長 ６月期 1.90月
副村長 12月期 2.05月
教育長 合計 3.95月

期末

手当
議　長 ６月期 1.90月
副議長 12月期 2.05月
議　員 合計 3.95月

＊給料及び報酬月額の（ ）は、減額する前の金額です。
＊村長、副村長及び教育長の給料月額は、村長は35％、副村長は
30％、教育長は20％削減した額です。（平成24年７月からは、村
長520,000円、副村長504,000円、教育長468,000円となっています。）
＊議長、副議長及び議員の報酬月額は、一律20％削減した額です。

村
と
同
じ

一
部
異
な
る

処分の種類 処分者数 処分の種類 処分者数

分　限　処　分 ０人
懲戒処分

減給 ０人

懲戒処分
免職 ０人 戒告 １人
停職 ０人

�



①

②

④
③

⑦

⑥
⑤

⑯
⑧

㉓

⑮

⑨

⑫

⑲
㉒

㉑
⑩

⑪

⑰

⑱
⑳

⑬

⑭

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

世
帯
で
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の

自
己
負
担
額
の
合

計
が
、
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た

と
き
は
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
食
事
代
や
居
住
費
な
ど
保
険
適
用

外
の
も
の
は
合
算
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
○
支
給
申
請
の
方
法

　

村
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
支
給

対
象
に
な
っ
た
と
き
は
、
平
成
25
年
１
月
頃

に
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
を
送
付
す
る
予
定

で
す
︒

　

今
回
の
支
給
対
象
期
間
は
平
成
23
年
８
月

か
ら
平
成
24
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
ら
申
請
方
法
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
確

認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

•
	

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
、
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
以
外
の
場
合
、
申
請
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

•
	

村
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必

要
な
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
の
窓
口
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

•
	

合
算
療
養
費
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
世
帯
単
位
で
計
算
し
ま
す
の
で
、
同

一
世
帯
で
あ
っ
て
も
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
が
異
な
る
場
合
は
、
別
世
帯
扱
い
と

な
り
ま
す
。

•
	

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
い
ず
れ
か

が
「
０
円
」
の
と
き
や
支
給
額
が
５
０
０

円
以
下
の
場
合
は
、
支
給
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

•
	

自
己
負
担
し
た
比
率
に
応
じ
て
医
療
保
険

分
、
介
護
保
険
分
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
ん
分
し

て
支
給
し
ま
す
。

•
	

平
成
23
年
８
月
か
ら
平
成
24
年
７
月
末
ま

で
の
間
に
、
市
町
村
を
超
え
る
転
居
を
し

た
人
や
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
変
更

が
あ
っ
た
人
に
は
、
支
給
申
請
の
お
知
ら

せ
を
送
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
っ
た
額
が
月
単
位
で
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額

を
支
給
す
る
制
度
で
す
（
入
院
時
の
食
事
代

や
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）。

○
村
国
民
健
康
保
険
の
場
合

　

高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
に
な
っ
た
と
き

は
、
そ
の
都
度
、
世
帯
主
へ
申
請
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
場
合

　

高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
と
な
っ
た
と
き

は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
、
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

一
度
、
高
額
療
養
費
の
振
込
口
座
と
し
て
登

録
す
る
と
、
そ
れ
以
降
対
象
に
な
っ
た
と
き

は
、
自
動
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
高
額
な
診
療
を
受
け
る
と
き

　

高
額
な
診
療
（
入
院
・
外
来
と
も
）
を
受

け
る
と
き
は
、
事
前
に
所
得
区
分
に
応
じ
た

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
で
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
に
と
ど
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

限
度
額
や
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
、
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
以
外
の
場
合
、
申
請
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
と
は
、
同
じ

月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
、
１
割
の
利
用

者
負
担
の
合
計
額
（
同
じ
世
帯
に
複
数
の
利

用
者
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
合
計
）
が
、

一
定
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超

え
た
金
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す（
居
住
費
・

食
費
・
日
常
生
活
費
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）。

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
の
対
象
と

な
っ
た
と
き
は
、
対
象
者
へ
申
請
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。
一
度
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
振
込
口
座
と
し
て

登
録
す
る
と
、
そ
れ
以
降
対

象
に
な
っ
た
と
き
は
、
自
動

的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

•

健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

•

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

給
付
課
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

～
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
～

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

～
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
～

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
に
つ
い
て

防災行政無線整備工事（戸別受信機）について
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　本村では、広報６月号に掲載させていただ
きました防災行政無線局（スピーカー放送）
23カ所の整備を予定しており、各地区の設置
箇所および音の到達区域は地図のとおりです。
　スピーカー放送の音の到達区域外にお住ま
いの人には、戸別受信機（受信機）の設置を
考えています。この受信機はスピーカー放送
と同様の機能がある装置です。受信機の設置
にあたり、設置数および工期など制限がある
ため、設置世帯の調整をしますので、次の注
意事項などをご理解を頂き設置を希望される
人は12月14日までに申請をお願いします。な
お、不明な点がありましたら、問い合わせ先
にご連絡ください。
※申請書については、総務課にて配布します。
また、村のホームページにも掲載しておりま
す。

設置条件
①地図の音の到達以外のお住まいの人（原則）
　	※運用が開始され、スピーカー放送の入ら
ないことが判明した場合は対象となります。
②	電波受信できる場所があり、次の注意事項
に同意できる人

防災行政無線整備工事（戸別受信機）について

注意事項
①	電波を受信できない場合は、外部アンテナを設置し、
建物にケーブルを通す貫通口が必要になります。
②	外部アンテナのケーブル固定はステップルでの固定と
致します。
③	受信機設置場所の2.5m以内にＡＣ100Ｖのコンセント
があること。（電気使用料金は申請者負担）
④	受信機に内蔵する乾電池（停電時動作用）は各申請者
にて交換願います。（申請者負担※最初は電池付）

設置の流れ
①戸別受信機設置希望申請書を総務課へ申請します。
②	総務課が審査し、日程及び施工業者等の記載した通知
をします。
③	通知に記載されている施工業者から作業日時の調整を
します。
④	設置条件に該当し、同意された人から設置工事をしま
す。
　戸別受信機の設置工事は平成25年１月以降、順次行い
ます。

〈問い合わせ〉総務課総務グループ

機器寸法：幅22㎝、高さ14.5㎝、奥行5.7㎝

①くすのきホール
②赤阪小学校体育館
③旧自然休養村管理センター
④森屋公民館
⑤保健センター
⑥水分老人憩の家
⑦川野辺老人憩の家
⑧二河原辺集会所
⑨吉年老人憩の家
⑩小吹老人憩の家
⑪中津原老人憩の家
⑫下東阪老人憩の家
⑬小吹台小学校体育館
⑭小吹台老人憩の家
⑮B＆G海洋センター
⑯桐山老人憩の家
⑰上東阪老人憩の家
⑱千早老人憩の家
⑲旧千早小学校体育館
⑳多聞尚学館
㉑緑公園
㉒小吹ろ組
㉓水分奥代

防災行政無線局設置個所

戸別受信機
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保　
　

険

ご
存
知
で
す
か
？

整
骨
院
・
接
骨
院
、は
り
・

灸
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
正
し
い
か
か
り
方

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師

に
よ
る
施
術
を
受
け
た
場
合
や
、
は

り
・
灸
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

受
け
た
場
合
、
健
康
保
険
を
使
え
る

ケ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
し

い
か
か
り
方
を
理
解
し
、
適
切
な
受

診
を
し
ま
し
ょ
う
。

整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の

施
術
を
受
け
た
と
き

　

健
康
保
険
が
使
え
る
の
は
「
骨

折
・
脱
臼
・
打
撲
・
捻
挫
（
肉
ば
な

れ
を
含
む
）」
の
み
で
、
骨
折
・
脱

臼
は
、
緊
急
の
場
合
以
外
は
、
あ
ら

か
じ
め
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

単
な
る
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
は
健
康

保
険
が
使
え
ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
）。

　

健
康
保
険
を
使
っ
て
施
術
を
受
け

た
と
き
は
、「
療
養
費
支
給
申
請
書
」

の
施
術
箇
所
や
回
数
を
確
認
し
て
か

ら
、
署
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同

じ
病
気
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同

時
に
施
術
を
受
け
た
場
合
は
健
康
保

険
が
使
え
ま
せ
ん
。

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・
灸
・

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け

た
と
き

　

健
康
保
険
を
使
う
た
め
に
は
、
対

象
と
な
る
疾
患
や
症
状
が
限
ら
れ
て

お
り
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
発
行
し

た
同
意
書
ま
た
は
診
断
書
が
必
要
で

す
。
単
な
る
疲
労
回
復
や
慰
安
な
ど

を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
疾
病
予
防

の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
健
康

保
険
が
使
え
ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同

じ
病
気
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同

時
に
施
術
を
受
け
た
場
合
は
健
康
保

険
が
使
え
ま
せ
ん
。

※
柔
道
整
復
師
な
ど
の
施
術
を
受
け

た
と
き
は
、
必
ず
領
収
書
を
受
け
取

り
ま
し
ょ
う
。
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に

ご
注
意
を

　

市
町
村
や
社
会
保
険
事
務
所（
注
）

な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療
費
の

還
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
事
件
が
全
国

で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

不
審
な
電
話
・
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た

時
は
、
す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、
大

阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
や

役
場
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ

さ
い
。

　

万
一
、被
害
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）
現
在
は
「
年
金
事
務
所
」
に

名
称
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
審

な
電
話
で
は
「
社
会
保
険
事
務
所
」

や
「
社
会
保
険
庁
」
を
名
乗
る
事
例

が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

若
年
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
20
歳
以
上
40

歳
未
満
の
人
を
対
象
に
「
若
年
健
康

診
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定

健
康
診
査
と
同
じ
内
容
の
健
診
（
眼

底
検
査
を
除
く
）
を
、
村
国
民
健
康

保
険
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）、

千
早
診
療
所
お
よ
び
植
田
診
療
所

（
小
吹
台
）
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

受
診
者
負
担
は
３
０
０
０
円
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
印
か
ん
と
保
険
証

を
ご
持
参
の
上
、
住
民
課
保
険
年
金

グ
ル
ー
プ
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

医　
　

療

65
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
で
、
次
の
条
件
に
該
当

す
る
人
に
、「
老
人
医
療
（
一
部
負

担
金
相
当
額
等
一
部
助
成
）医
療
証
」

を
交
付
し
、
医
療
費
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
身
体
及
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費

助
成
対
象
の
人

②
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当

す
る
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

③
精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の

治
療
を
受
け
て
い
る
人

④
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象

の
人

申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額
か

ら
「
一
部
自
己
負
担
額
（
１
医
療
機

関
あ
た
り
入
通
院
と
も
１
日
に
つ
き

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール

•教育委員会事務局………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※…各施設の休館日については
お問い合わせください。
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お
友
達
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。（
自

由
来
園
）

　

	

日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
３
時

◎
園
庭
開
放

　
　

園
庭
で
自
由
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

	

日
時　

毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
～

正
午

◎
子
育
て
育
児
相
談

　

•

電
話
相
談（
毎
週
月
～
金
曜
日
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

•

面
接
相
談
★

※	

★
マ
ー
ク
は
、
事
前
に
電
話
予
約

が
必
要
で
す
。

※	

催
し
で
費
用
の
記
載
の
な
い
も
の

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
場
所
の
記

載
の
な
い
も
の
は
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ai
♡
げ
ん
き
で
行

い
ま
す
。
雨
天
の
場
合
や
講
師
な

ど
の
都
合
で
活
動
が
中
止
ま
た
は

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
	

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

	
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー	

ai

♡
げ
ん
き
（
げ
ん
き
保
育
園
内
）

　

☎
�
７
８
６
８

保
育
所
入
所
受
付

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
の
保
育

所
入
所
を
希
望
す
る
人
の
申
し
込
み

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
現
在
、
げ
ん
き
保
育
園
に
入
所
し

て
い
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

申
込
用
紙
は
健
康
福
祉
課
福
祉
・

子
育
て
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
小
吹
台
連

絡
所
、
げ
ん
き
保
育
園
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

受
付
期
間

　

12
月
３
日（
月
）～
20
日（
木
）

受
付
場
所

　

健
康
福
祉
課
（
村
立
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

対
象

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
生
後

２
カ
月
以
上
で
満
６
歳
未
満
の
児
童

入
所
条
件

　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
よ
う

な
状
態
に
あ
る
場
合
で
、
同
居
の
親

族
や
そ
の
他
の
人
が
保
育
で
き
る
場

合
は
除
き
ま
す
。

①
家
庭
外
で
仕
事
し
て
い
る
。

②
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出
産

後
間
が
な
い
。

④
病
気
や
ケ
ガ
、
ま
た
は
心
身
に
障

害
が
あ
る
。

⑤
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、

常
時
介
護
し
て
い
る
。

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災

害
に
よ
る
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当

す
る
人
で
も
、
家
庭
内
で
保
育
が
で

き
な
い
程
度
が
高
い
人
か
ら
承
諾
し

ま
す
の
で
、
定
員
に
余
裕
が
な
い
場

合
は
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

結
果
通
知

　

保
護
者
に
平
成
25
年
３
月
上
旬
頃

に
通
知
し
ま
す
。

保
育
料

　

申
し
込
み
児
童
の
属
す
る
世
帯
の

所
得
税
額
・
村
民
税
額
な
ど
に
よ
り
、

村
保
育
所
徴
収
金
（
保
育
料
）
基
準

額
表
に
基
づ
き
算
定
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ

•

げ
ん
き
保
育
園
☎
�
７
８
６
８

成
人
式

成
人
式
を
迎
え
る

み
な
さ
ん
へ

　

新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
る
み
な
さ

ん
の
門
出
を
祝
福
す
る
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。　

　

該
当
者
に
は
、
11
月
中
旬
に
ハ
ガ

キ
で
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
通
知

が
届
か
な
い
場
合
や
、
内
容
に
誤
り

が
あ
る
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

月
日　

平
成
25
年
１
月
14
日（
月
・

祝
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
よ
り

開
式　

午
前
10
時
よ
り

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
３
０
０

５
０
０
円
を
限
度
に
月
２
回
ま
で
）」

を
除
い
た
額

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

福　
　

祉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
催
し

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

村
内
で
子
育
て
を
す
る
人
た
ち
を

様
々
な
取
り
組
み
で
応
援
す
る
施
設

で
す
。

〈
12
月
の
予
定
〉

◎
英
語
あ
そ
び

　

	　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
一
緒
に
、

ゲ
ー
ム
や
歌
な
ど
英
語
あ
そ
び
を

し
ま
す
。

　

	

日
時　

５
日（
水
）
午
前
10
時
30

分
～

◎
お
話
の
会
（
雨
天
中
止
）

　

	　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
を
し
ま
す
。

　

日
時　

７
日（
金
）
午
前
10
時
～

　

	

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ

り
（
小
吹
台
）
前
広
場

　

日
時　

28
日（
金
）
午
前
10
時
～

　

	

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
横
楠
公

誕
生
地
前

◎
人
形
劇

　

	　

劇
団
バ
ク
に
よ
る
「
コ
ロ
ボ
ッ

ク
ル
」
と
い
う
人
形
劇
を
み
ん
な

で
楽
し
み
ま
す
。

　

日
時　

11
日（
火
）
午
前
10
時
～

◎
お
餅
つ
き
大
会

　

	　

昔
な
が
ら
の
臼
と
杵
を
使
っ

て
、
餅
つ
き
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

	

日
時　

15
日（
土
）
午
前
９
時
30

分
～

◎
お
外
で
あ
そ
ぼ
（
雨
天
中
止
）

　

	　

広
場
で
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。

　

日
時　

18
日（
火
）
午
前
10
時
～

　

	

場
所　

小
吹
台
第
１
ち
び
っ
こ
広

場
◎
コ
ス
モ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
	　

体
育
の
先
生
と
一
緒
に
マ
ッ
ト

な
ど
の
運
動
遊
び
を
し
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

　

	

日
時　

19
日（
水
）
午
前
９
時
30

分
～

◎
凧
作
り
★

　

	　

お
正
月
の
伝
承
あ
そ
び
「
た
こ

あ
げ
」
の
凧
作
り
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

20
日（
木
）
午
前
10
時
～

　

費
用　

材
料
費
３
０
０
円

◎
の
び
の
び
げ
ん
き
ひ
ろ
ば

　

	　

自
由
に
遊
ん
だ
り
、
自
由
に
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
、
親
子
で

の
び
の
び
し
ま
し
ょ
う
。
25
日

（
火
）は
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

	

日
時　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
な
ど

の
場
合
は
翌
日
の
火
曜
日
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

　

	

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
集
団

指
導
室

◎
げ
ん
き
広
場

　

	　

自
由
に
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、

平
成
24
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
９
期
（
12
月
分
）
の
納
期
限
は
、
１
月
７
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
12
月
25
日（
火
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

介
護
保
険
料
の
納
付

�



人　
　

事

公
平
委
員
に
笠
松
さ
ん
・

仲
野
さ
ん

　

11
月
１
日
に
村
議
会
の
同
意
を
得

て
、
笠
松
正
武
さ
ん
（
中
津
原
83
番

地
）
と
仲
野
清
秀
さ
ん
（
森
屋
１
８

３
番
地
）
を
公
平
委
員
会
委
員
に
選

任
し
ま
し
た
。

　

笠
松
さ
ん
は
再
任
、仲
野
さ
ん
は
、

東
條
謙
三
委
員
の
退
任
に
伴
う
選
任

で
す
。
任
期
は
、
平
成
28
年
11
月
11

日
ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
人
事
財
政
課

教
育
委
員
に
矢
倉
さ
ん

　

11
月
1
日
に
村
議
会
の
同
意
を
得

て
、
矢
倉
龍
男
さ
ん
（
東
阪
１
０
９

１
番
地
）
を
教
育
委
員
に
再
任
し
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
28
年
11
月
12

日
ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

催　
　

し

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト

南
河
内
生
涯
学
習
広
域
講
座

南
河
内
郷
土
探
訪

　

大
阪
府
・
市
町
村
生
涯
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク

（
南
河
内
の
各
市
町
村
で
構
成
）
で

は
、「
南
河
内
郷
土
探
訪
」
～
最
古

の
官
道
・
竹
内
街
道	

１
４
０
０
年

の
歴
史
～
を
統
一
テ
ー
マ
に
講
座
を

行
い
ま
す
。（
全
４
回
）
地
域
ゆ
か

り
の
大
学
教
授
、
博
物
館
長
や
専
門

家
が
講
師
と
な
っ
て
、
南
河
内
の
歴

史
に
つ
い
て
色
々
な
視
点
で
紹
介
し

ま
す
。

募
集
人
数　

１
２
０
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

対
象
者　

全
４
回
の
講
座
に
参
加
で

き
る
人
。（
他
府
県
か
ら
の
参
加
も

で
き
ま
す
）

受
講
料　

５
０
０
円
（
全
４
回
分
）

申
込
期
限　

12
月
14
日（
金
）
必
着

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
の

は
が
き
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
で
き

ま
す
。）
に
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番

号
と
返
信
用
宛
先
を
明
記
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
２
人
申
し

込
み
の
場
合
は
、
２
人
の
住
所
、
郵

便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
先　

〒
５
８
３―

８
５
８

０　

太
子
町
大
字
山
田
88　

太
子
町

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

「
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
南
河
内
係
」

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
３
０
０

「
不
本
見
神
社
層
塔
」

村
指
定
文
化
財
第
１
号

記
念
講
演
会

日
時　

平
成
25
年
１
月
26
日（
土
）

午
後
１
時
～
３
時

※
午
後
12
時
30
分　

受
付
・
開
場

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議

室内
容

○「
不
本
見
神
社
の
層
塔
に
つ
い
て
」

村
文
化
財
担
当
職
員

○
「
金
剛
・
葛
城
地
域
の
凝
灰
岩
製

層
塔
」
元
大
阪
大
谷
大
学	

教
授	
藤

澤
典
彦　

さ
ん

定
員　

１
０
０
人
（
申
込
順
）

※
申
込
期
間　

12
月
３
日
～
平
成
25

年
１
月
18
日

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電

話
、
ま
た
は
、
直
接
く
す
の
き
ホ
ー

ル
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

３
０
０
円
（
資
料
代
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
３
０
０

お
は
な
し
広
場

日
時　

12
月
19
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

　
　
　

先
着
10
組

　
　
　

事
前
申
し
込
み
が
必
要

内
容　

お
は
な
し
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）　

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
作
り

費
用　

無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
３
０
０

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展

お
よ
び
パ
ネ
ル
展

　
「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世

紀　

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
育

て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
人
権
意
識
の
高
揚
と
差
別
の

な
い
明
る
い
村
づ
く
り
を
進
め
、
村

民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
を
自
ら

の
課
題
と
し
て
と
ら
え
て
募
集
し
た

啓
発
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

回 日　程 内　容 講　師 場　所

１ ２月５日（火）
午後２時～４時 街道・巡礼・参詣

市川	秀之さん
滋賀県立大学
人間文化学科教授

大阪狭山市立
コミュニティセンター
大会議室

２ ２月12日（火）
午後２時～４時

南河内における古
代道路～丹比道・
大津道、再考～

岡本	武司さん
元松原市教育委員会
地域教育振興課

富田林市市民会館
大会議室

３ ２月19日（火）
午後２時～４時

竹内街道・難波大
道・住吉津から東
アジアへ

森村	健一さん
堺市立泉北すえむら
資料館

太子町立万葉ホール

４ ２月26日（火）
午後２時～４時

最古の官道・大道
は竹内街道か？

安村	俊史さん
柏原市立歴史資料館
館長

富田林市市民会館
大会議室

◆
一
般
書

ノ
エ
ル　
　
　
　
　
　
（
道
尾
秀
介
）

ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証　

第
２
部
決
意

ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証　

第
３
部
法
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
部
み
ゆ
き
）

記
念
日
の
客　
　
　
　
（
赤
川
次
郎
）

犬
と
ハ
モ
ニ
カ　
　
　
（
江
國
香
織
）

空
よ
り
高
く　
　
　
　
　
（
重
松
清
）

は
ぶ
ら
し　
　
　
　
　
（
近
藤
史
恵
）

ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
愛
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
真
理
子
）

水
の
か
た
ち
（
上
・
下
）　
（
宮
本
輝
）

花
見
ぬ
ひ
ま
の　
　
　
（
諸
田
玲
子
）

満
月
ケ
チ
ャ
ッ
プ
ラ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
川
湊
人
）

こ
の
君
な
く
ば　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

萩
殺
人
事
件　
　
　
　
（
内
田
康
夫
）

汚
れ
ち
ま
っ
た
道　
　
（
内
田
康
夫
）

禁
断
の
魔
術　
　
　
　
（
東
野
圭
吾
）

人
生
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔
法
２

　
　
　
　
　
　
　
　
（
近
藤
麻
理
恵
）

◆
児
童
書

つ
ち
ど
す
ん　
　
　
　
（
新
井
洋
行
）

あ
や
か
し
の
店
の
お
客
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
沢
い
お
り
）

ひ
み
つ
の
た
か
ら
さ
が
し

　
　
　
　
　
　
（
よ
こ
み
ち
け
い
こ
）
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期
間　

12
月
４
日（
火
）～
12
月
10
日

（
月
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

上
下
水
道

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

冬
に
な
っ
て
気
温
が
氷
点
下
に
な

る
と
、
給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

●
北
向
き
の
と
こ
ろ

●
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

●
屋
外
に
あ
る
水
栓
器
具

②
凍
結
を
防
ぐ
に
は

●	

給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
保
護
材
な

ど
を
使
用
し
て
給
水
管
や
蛇
口
を

保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

③
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

●	

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、「
ぬ
る
ま

湯
」
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯

を
か
け
る
と
給
水
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
破
裂
し
た
と
き
は

●	

止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

中
か
、
そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
）

を
閉
め
、
修
理
を
村
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

上
下
水
道
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

水
洗
化
を
し
よ
う
！

３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
内

で
く
み
取
り
式
便
所
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
法
律
で
３
年
以
内
に
ト

イ
レ
を
水
洗
化
し
、
風
呂
や
台
所
な

ど
か
ら
出
る
雑
排
水
と
と
も
に
下
水

道
に
流
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
は
速
や
か
に
排
水
設
備
工
事
の
実

施
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
便
所
改
造
の
無
利
子
貸
付
制
度

の
活
用
を

　

こ
の
よ
う
な
改
造
工
事
の
と
き

の
、
皆
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
と
水
洗

化
の
促
進
を
図
る
た
め
、
無
利
子
貸

付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
無
利
子
貸
付
制
度
を

利
用
さ
れ
る
人
は
、連
帯
保
証
人（
大

阪
府
内
に
居
住
）
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
貸
し
付
け
の
対
象
と
な
る

の
は
、
下
水
道
の
使
用
区
域
に
な
っ

て
か
ら
３
年
以
内
に
改
造
工
事
を
す

る
場
合
で
す
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
を
分
納
さ
れ
て
い
る
人
へ

　

対
象
の
人
へ
は
す
で
に
納
付
書
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
24
年

度
第
２
期
分
を
ま
だ
完
納
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
12
月
25
日
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

上
下
水
道
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

12
月
は
税
収
確
保
重
点
月
間

　

府
で
は
、
12
月
を
税
収
確
保
重
点

月
間
と
定
め
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ

た
人
と
の
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
滞
納
者
に
対
し
て
徹
底
し
た

催
告
や
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
南
河
内
府
税
事
務
所

　

☎
㉕
１
１
３
１

富
田
林
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

内
容　

事
務
補
助
・
端
末
入
力
業
務

な
ど
（
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

優
先
）

勤
務
場
所　

①
富
田
林
税
務
署

　
　
　
　
　

②
す
ば
る
ホ
ー
ル

期
間　

平
成
25
年
１
月
～
３
月

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

※
勤
務
地
、
期
間
、
就
業
時
間
に
つ

い
て
は
面
接
時
に
相
談
の
う
え
、
決

定
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
税
務
署
総
務
課
（
倉
橋
）

　

☎
㉔
３
２
８
１
（
内
線
５
５
２
）

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談

　

近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
で

は
、
所
得
税
、
相
続
税
や
贈
与
税
な

ど
国
税
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
実

施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
18
日（
火
）
午
後
１
時

～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室

相
談
時
間　

１
人
30
分
程
度

予
約　

電
話
申
し
込
み
に
よ
る
先
着

順
（
月
～
金
・
午
前
９
時
～
午
後
４

時
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
事
務

局
　

☎
㉕
６
２
５
０

国
民
年
金
保
険
料
の

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
さ
れ
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
１
年
間
（
１
月
１

日
～
12
月
31
日
）
の
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
添
付
す
る
事
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に

は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
～
12
月
31
日
に

今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
人
に
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま
る

電
話
の
場
合
は

☎
03（
６
７
０
０
）１
１
３
０

受
付
期
間

平
成
24
年
11
月
１
日（
木
）～
平
成
25

年
３
月
15
日（
金
）

受
付
時
間

○
月
曜
日
は
、
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
。

○
火
曜
日
～
金
曜
日
は
、
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
。

○
第
２
土
曜
日
は
、
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
。

た
だ
し
、月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

火
曜
日
に
午
後
７
時
。

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　
タ
オ
ル
な
ど
で

お
お
っ
て
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
る

　

専
用
の
防
寒

保
護
材
な
ど

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村･

府
民
税
の
納
期
限
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～
森
を
感
じ
るLa foresta

～

木
工
教
室　

受
講
生
募
集

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
木
工
教
室
に
て
、

来
年
１
月
か
ら
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
地
に
工
房
を
構
え
る
２

人
の
木
工
作
家
が
主
催
し
、
基
礎
か

ら
上
級
ク
ラ
ス
ま
で
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

　

事
前
見
学
可
能
で
す
。

開
校
日
時　

隔
週
金
曜
日
（
全
日
）

毎
週
土
曜
日
（
午
前
・
午
後
）

講
師

小
山　

亨
先
生
（
金
曜
日
）

•

体
験
コ
ー
ス
、
基
礎
コ
ー
ス
、
一

般
コ
ー
ス　

林　

靖
介
先
生
（
土
曜
日
）

•

入
門
コ
ー
ス
【
未
経
験
者
対
象
】

•

一
般
コ
ー
ス
【
自
由
制
作
】

•

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
【
憧
れ
の
椅

子
制
作
な
ど
】

費
用
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
（
東
阪
１
２
３
８

―

５
）
隣
接
工
房

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

年
末
年
始
の
犬
・
猫
の
引
き

取
り
業
務
の
休
止
に
つ
い
て

犬休
止
期
間　

12
月
27
日（
木
）～
1
月

６
日（
日
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

猫休
止
期
間　

12
月
27
日（
木
）～
１
月

６
日（
日
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

食
の
安
全
推
進
課
藤
井
寺
分
室

　
（
藤
井
寺
市
藤
井
寺
１―

８―

36
）

　

☎
０
７
２（
９
３
７
）１
１
０
１

（
社
会
実
験
）
近
鉄
富
田
林
駅

⇔
南
海
金
剛
駅　

急
行
バ
ス

運
行
中

　

富
田
林
市
で
は
、
10
月
１
日（
月
）

～
12
月
31
日（
月
）の
３
カ
月
間
限
定

で
、
近
鉄
富
田
林
駅
と
南
海
金
剛
駅

を
乗
換
な
し
の
急
行
バ
ス
で
結
ぶ
実

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

運
賃　

２
９
０
円（
小
人
１
５
０
円
）

※
お
支
払
い
は
、
現
金
・
ス
ル
ッ
と

K
A
N
SA
I

カ
ー
ド
の
み

※
乗
車
専
用
・
降
車
専
用
の
停
留
所

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

富
田
林
市
道
路
交
通
課

　

☎
㉕
１
０
０
０（
４
１
６
）

第
７
回
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

子
ど
も
虐
待　

撲
滅
！
に
願
い
を

込
め
て

　

吹
奏
楽
や
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
な
ど

の
演
奏
や
合
唱
を
し
ま
す
。
当
日
会

場
に
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
募
り

「
子
ど
も
虐
待
防
止
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
運
動
」
に
寄
付
し
ま
す
。

日
時　

12
月
23
日（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
５
時

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
商
工
会
☎
㉕
１
１
０
１

村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や

経
験
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依

頼
さ
れ
た
仕
事
を
日
々
頑
張
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。	

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設

管
理
・
清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や

家
事
援
助
な
ど
で
き
る
人
は
、
ぜ
ひ

入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働

く
意
欲
が
あ
る
概
ね
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

村
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
（
千
早
赤

阪
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
千
早
赤

阪
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局　

☎
�
０
２
９
４

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を
‼

　

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の

新
鮮
な
輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る

の
は
、
献
血
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
贈

り
物
。
あ
な
た
の
勇
気
が
大
き
な
力

と
な
っ
て
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
、
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

12
月
10
日（
月
）

◎
小
吹
台
連
絡
所
前

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

◎
村
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

12
月
1
日
か
ら
20
日
ま
で｢

み
ん

な
で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ
た
か
い
地

域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
を
行
い
ま
す
。

　

温
か
い
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金

　

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る
共

同
募
金
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

募
金
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
別
募
金　
　

７
６
万
９
５
８
０
円

学
校
募
金　
　
　

１
万
８
８
６
０
円

バ
ッ
ジ　
　
　
　

３
万
３
５
０
０
円

募
金
箱　
　
　
　
　
　
　

１
５
６
円

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
向　

保
行
さ
ん
（
小
吹
１
０
６
０―

２
）

　

５
万
円

　

亡
父
榮
治
さ
ん
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

　
　

俳
句
コ
ー
ナ
ー

少

年

と

海

と

の

間

に

青

蜜

柑

足

早

に

高

天

が

原

の

秋

収

め

小
豆
打
つ
横
槌
も
吾
も
古
り
に
け
り

菊
人
形
睫
の
影
の
差
し
に
け
り

一
つ
鳴
き
三
つ
飛
び
け
り
鵙
日
和

冬

支

度

握

り

鋏

の

鈴

な

り

ぬ

虫
の
声
絶
や
さ
ぬ
ほ
ど
の
夜
半
の
雨

阿　

戸　

敏　

明

貝　

長　

あ　

徹

奥　

野　

千　

秋

北　

浦　

賀
代
子

向　

栄　

美　

子

下　

門　

信　

子

彼　

塚　

正　

子
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受章おめでとうございます

　11月３日付けで秋の褒章が発令されました。
　村内からは、多年にわたり消防業務に献身し、消防活動の推進に寄与した功績により、村消防団長の岡本善三さ
んと多年にわたり保護司として、更生保護事業に寄与した功績により、保護司の宮本榮信さんが「藍綬褒章」を受
章されました。

　11月３日、文化の日に平成24年度村表彰式がくすのきホール会議室で開催されました。
　今回の表彰は、長年にわたり村政や地域振興などの各分野で活躍された個人や団体に贈られるものです。
受賞者は次のとおりです。（順不同）
○自治功労者表彰
　井上　泰弘	さん（水分）　阪田　剛	さん（森屋）
　武部　恭明	さん（森屋）　日下　明	さん（小吹）
　古川　哲雄	さん（森屋）
　（消防防災活動に貢献）
　南本　肇	さん（中津原）
　（消防防災活動と農業振興に貢献）
○善行者表彰
　団体の部
　川野辺地区老人会
　（地区の清掃活動を行い、地域の美化に貢献）
　千早盆踊り保存会
　（	盆踊りの保存、継承を行い、地域の文化振興に
貢献）

　個人の部
　達石　惠伊子	さん（森屋）
　（	地区の道路などの清掃を行い、地域の美化に貢献）
　矢倉　要	さん（東阪）
　（地区水路の管理を行い、地域の安全に貢献）

● 秋の褒章 ●

受賞おめでとうございます
● 村表彰式 ●

　10月30日、大阪国際交流センターで平成24年度大阪府農業
委員大会が開催され、村農業委員の矢倉英夫さん、南本肇さ
んが、10年の永年在任者表彰を受賞されました。
　矢倉さん、南本さんは、平成14年から10年にわたり、農地
パトロールや地域の担い手の育
成および確保また農業者の地位
安定、生産力の向上に尽力され、
今後さらなる活動が期待されま
す。

● 大阪府農業委員永年在任者表彰 ●

▲ 岡本善三さん ▲ 宮本榮信さん

むらの話題 あ　れ　こ　れ

1�



がんばりました！
● 全国大会出場 ●

　９月30日、新日本スポーツ連盟主催の第49回大阪スポーツ祭典バ
レーボール大会が開催され、村体育協会所属バレーボール連盟男子
『Ｔｅａｍ村』が出場し見事優勝しました。
　同チームは大阪代表として、11月17・18日に愛知県で開催される
全国大会出場します。
　『Ｔｅａｍ村』は1993年に発足し、19年目にして初の全国大会出
場で、大阪府でも千早赤阪村から出場ということで注目を集めてい
ます。全国大会では各都道府県代表の強豪ばかりですが、悔いのな
いように全力で大会に挑みます。

● 空手道大会 ●
　９月17日、海洋センターアリーナで第30周年記念Ｂ＆Ｇ会長杯空手道大会兼小野派糸東流第30回千早赤阪村空手
道大会が行われました。村から出場した選手の主な結果は次のとおりです。

● 各種大会結果 ●
⃝秋季ソフトバレーボール大会
　９月９日、海洋センターアリーナでソフトバレー
ボール大会が５チームにより行われました。
優　勝
　スマイル
　クローバー
　　＆ウイングス
準優勝
　エンジェル

型試合

一般有段の部　　優　勝　森部　竜平
一般段外Aの部　準優勝　橘　　貴大
一般段外Bの部　準優勝　中谷　拓朗
中学生の部　　　優　勝　道旗　　匠
小学生初級の部　優秀賞　樋口　　新

特別賞

Ｂ＆Ｇ会長杯　型　　　一般有段の部　森部　竜平
体育協会会長杯　組手　一般有段男子の部　沼田　拳悟

組手試合

一般有段男子の部　　優　勝　沼田　拳悟
一般段外A男子の部　優　勝　橘　　貴大
一般段外B男子の部　優　勝　山本　修平
一般段外B男子の部　準優勝　平石　雅孝
一般段外女子の部　　準優勝　林　千恵子

⃝軟式野球秋季大会
　９月23日、10月７日、村民運動場で軟式野球大会が
８チームにより行われました。
優　勝
　エベッサ
準優勝
　アクセス

⃝秋季ソフトボール大会
　９月９日、16日、太子町立グラウンドでソフトボー
ル大会が８チーム（千早赤阪村３・太子町５）により
行われました。
優　勝
　小吹アローズ
準優勝
　ムラファイターズ

⃝テニス秋季大会
　10月13日、村立テニスコートで第30回テニス大会が
４チームのリーグ戦により行われました。
優　勝
　畑・伊東・
　尾崎チーム

▲ 森部　竜平さん

むらの話題 あ　れ　こ　れ
1�



ふれあい展・コンサートが盛大に行われました
● ふれあい展・コンサート ●

　10月27、28日、ふれあい展・コンサートがくすのきホールで行われました。展示には、20団体・10人の作品が展
示され、コンサートには、８団体の出演がありました。幼児から高齢者まで約450人の鑑賞者で賑わいました。

児童虐待防止推進月間街頭キャンペーン
　11月10日、「金剛山の里　棚田夢灯り＆収穫祭2012」会場で、
児童虐待問題について理解を深め主体的な関わりを持てるように
意識啓発を図ろうと、児童虐待防止推進月間街頭キャンペーンを
行いました。村要保護児童対策地域協議会の構成員の人たちが、
リーフレットや啓発物品を配布し、児童虐待発見時の連絡先や児
童虐待の防止を呼びかけました。

　11月４日、村スポーツ推進委員協議会主催の『みたらい渓谷
ハイク』が行われました。当日は30人が参加し、7.4㎞のコー
スを、清流や滝を眺めたり、紅葉を満喫しながら、約２時間半
のハイキングを楽しみました。

紅葉を満喫
● みたらい渓谷ハイキング ●

　11月10日、収穫の秋のイベント「金剛山の里　棚田夢
灯り＆収穫祭2012」が開催されました。
　好天に恵まれ、下赤阪の棚田と村立中学校をイベント
会場とし、村内外より4,000人を超える人が訪れました。
　模擬店会場は34のブースで賑わい、棚田夢灯り会場で
は村立中学校吹奏楽部の素晴らしい演奏や、中津神社の
伝統芸能の獅子舞が、棚田を背に披露されました。
　日が暮れると、灯ろうで形取られた棚田が姿を現し、
幻想的な風景で来場者を魅了しました。
　昨年に引き続き行われた開催資金の募金活動では、
54,202円の募金が集まり、この事業に有効に活用されま
す。

金
こ ご せ

剛山の里
さと

　棚田夢灯り＆収穫祭2012

むらの話題 あ　れ　こ　れ
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東阪　 矢  倉　　  亮 さん
＜19歳　みずがめ座＞

RyoYagura

近況は・・・
　大阪体育大学で、高校の体育教師と、高校野
球の監督になるための勉強をしています。
趣味は・・・
　野球。頭の中には野球しかありません。
夢は・・・
　高校野球の監督として、甲子園で優勝するこ
とです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　ペットのトイ・プードルの親子と散歩するこ
とです。すれ違う人たちにカワイイと言ってい
ただいて、うれしいです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　どこで、私の出身地を聞かれても、胸を張って、
大きな声で言える大好きな村です。コンビニや
駅などがあればもう少し便利だなと感じます。
₂月号は・・・
　幼稚園がいっしょの、住吉　めぐみさんです。
住吉さんへメッセージを・・・
　元気にしてますかぁ〜？

小吹台　たなか　そう　くん
（　田　中　　　　創　　）

　　　　　　　　　　　　　　平成23年６月６日生まれ
がんばれ村っ子 !!
立派な村人になってね !!

　父・将崇さん、母・恵美さん

小吹台　いのうえ　さや　ちゃん
（　井　上　　　菜　埜　）

　　　　　　　　　　　　　　平成23年11月29日生まれ
お父さんお母さん両方にそっくりな菜埜。とってもとって
も大切な宝物です。
これから迎える楽しい人生、時にはツライこともあるだろ
うけど、持ち前のたくましさと元気なパワーでガンバろう !!
悲しくなったらお家に帰ってきなさい（笑）

　父・昌憲さん、母・葵さん

１歳の時、歩き始めてよく脱走していま
した。

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ

255
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村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

村野菜、食べへんか〜？村野菜、食べへんか〜？
　11月18日の赤阪小学校、千早小吹台小学校の日曜参観にあわせて、村の食
育推進事業「村野菜食べへんか～？」を校庭で実施しました。子どもや保護
者に村の旬のおいしい野菜を知って、家庭でも村野菜をたくさん食べてもら
うため、当日は生産者から採りた
て野菜の販売が行われました。生
産者からおいしい野菜の見分け方
を教えてもらうなど、交流も図ら
れていました。
　また、保健センターからはそれ

らの野菜を使用したレシピの配布、旬野菜のクイズなど、家庭での食育の大
切さについてのＰＲを行いました。

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29
日～１月３日）

内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

小児科

富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

小児夜間救急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6761）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児
健 康 診 査 １月９日㈬

午後１時
～１時10分

平成23年４月
　　　～６月生

３歳６か月児
健 康 診 査

午後１時45分
	～１時55分

平成21年４月
　　　～６月生

広
場
・
講
習

のびのびげんき
ひ ろ ば
（aiげんきの出張ひろば）

12月3日・10日・
17日㈪・
１月15日㈫

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児
と保護者

なかよし広場
（親と子の交流会）

12月12日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入
園前の乳幼児と
保護者

あかちゃん広場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃まで
の乳幼児

離乳食講習会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分

１歳頃までの乳
幼児の家族

相
談

無 料 弁 護 士
相談・保健師
こころの相談

12月14日㈮
午後２時～
（要予約、１人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労
働問題など法律
相談を希望する
人
（同日に身体や
こころの相談も
行います）

個 別 健 康
栄 養 相 談 12月14日㈮

午後
１時30分～
（要予約）

食事療法が必要
な人、健康のた
め食生活を改善
したい人

保健師による
健 康 相 談
（電話・来庁）

12月18日㈫
午前10時

～正午
（来庁の場合要予約）

健康・育児・介
護など相談を希
望する人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

こころの健康相談 ㈪～㈮
午前
９時30分
～午後５時

電話で問い合わ
せください
（予約制）

エイズに関する
相 談 ㈪～㈮

午前
９時30分
～午後５時

電話相談も可

血 液 検 査

［エイズ・梅毒］・クラミジア
第１・３
水曜日

午後１時
　　～２時

エイズ抗体検査
は無料、
そのほか手数料
が必要な場合あ
り

血 液 検 査
［肝炎ウイルス］ 第３水曜日

午前
９時30分
～10時30分

無料・予約制
（先着順）

•飲用水・井戸水検査
•腸内細菌検査
•寄生虫卵検査

毎週月曜日
（祝日の場合
は翌日）

午前
９時30分
～11時30分

有料

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課健康グループ
  保健センター　☎�0069

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など
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対象　５月１日現在40・50・60・70歳の人
内容　問診・口腔内診査・結果説明
場所　村指定医療機関（富田林歯科医師会管内）
時間　各医療機関の診療時間内
健診実施期間　平成25年３月末まで　受診料　無料
受診方法　申し込みをした人には、受診券などを送付しま
す。その後、歯科医院に電話で予約し、受診してください。

　　　　
対象　	①65歳以上と、②60～64歳で心臓・じん臓・呼吸器

の障害などがある人で、希望する人
期間　平成25年１月31日（木）まで
場所　	指定医療機関（千早赤阪村・富田林市・河南町・太子町）
　　※指定医療機関以外での接種は全額自己負担になります。
費用　1，000円（医療機関の窓口で支払ってください）
備考•対象者への個別通知はしていません。
　　•	生活保護世帯の人は費用が免除されますので、事前

に健康福祉課まで申し出てください。
　　•	事前に予約など、各医療機関へ確認し、接種当日は

住所、氏名、生年月日が確認できる物を持参ください。
　　•	施設に入所中または病院に入院中の人は相談ください。

対象　①70歳以上と、②65～69歳で心臓・呼吸器の慢性疾
患、慢性腎不全、糖尿病、肝臓病などのため医師が必要と
認めた人。
※助成を受けるための申請書を発行しますので、接種前に
保健センターへの連絡が必要です。

公費助成額・回数　3，000円（助成は１人１回限り）
※５年を目安に一定の間隔があれば、医師の判断で２回目
の接種ができますが、村からの助成は１人１回限りです。
場所　指定医療機関（千早赤阪村・富田林市・河南町・太子町）
備考•任意予防接種ですので、接種義務はありません。
　　•平成25年度以降の費用助成は未定です。

　「年齢を重ねても美しくいたい」「健康のために何か始め
たいけれど何から始めたらいいの？」そんなあなたにいつ
までも美しく、健康でいられる力をｕｐ（アップ）するた
めの秘術を伝授します。

【健康を保つ！若さキープ術】
　日時　12月18日（火）午前９時30分～午後１時頃
　　「若さキープのためのヘルシー料理」〈調理実習〉
　　•さわらのゆずソースがけ
　　•紅白おかかまぶし
　　•あったか減塩みそ汁

【健康づくりに必要な基礎力ｕｐ術】
　日時　１月22日（火）	午前10時～正午
　　「バランスよく食べる食事のコツ」〈実演・試食〉
　日時　１月29日（火）	午前10時～正午
　　「基礎力ｕｐのための運動術」〈運動実技〉
対象　村内在住のおおむね40歳～65歳の人
費用　300円（２回目以降の参加は150円）
　　　※調理実習日は別途食材費400円が必要です
定員　15人（定員になり次第締め切ります）
場所　保健センター
※テーマや内容が変更になる場合がありますのでご了承く
ださい。
※参加決定者には詳しい案内を後日送付します。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
ひ
ざ
下
や

わ
き
腹
の
皮ひ

ふ膚
が
カ
サ
カ
サ
し
て
か

ゆ
い
。
ふ
と
ん
に
入
っ
て
体
が
暖

ま
っ
て
く
る
と
よ
け
い
に
か
ゆ
く
な

る
…
こ
れ
が
典
型
的
な
「
皮
脂
欠
乏

症
」
の
症
状
で
す
。
60
歳
以
上
の
人

で
は
95
％
の
人
に
み
ら
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
な
皮
膚
で
は
、
皮
脂
、
そ
の

他
の
う
る
お
い
物
質
が
十
分
に
分
泌

さ
れ
、
皮
膚
の
水
分
量
が
一
定
に
保

た
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
で
は
、

こ
の
う
る
お
い
物
質
の
分
泌
が
減
少

し
、
皮
膚
は
外
か
ら
の
刺
激
を
受
け

や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
は
も
と
も
と
湿
度
が
低
く
暖
房

で
室
内
が
さ
ら
に
乾
燥
す
る
た
め
、

ま
す
ま
す
そ
の
症
状
が
ひ
ど
く
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皮
脂
欠
乏
症
を
予
防
す
る
に
は
、

次
の
よ
う
な
日
常
の
皮
膚
の
手
入
れ

が
大
切
で
す
。

▼
冬
場
は
加
湿
器
を
使
っ
て
乾
燥
し

す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

▼
入
浴
時
の
湯
温
は
40
℃
ま
で
と
し

長
時
間
つ
か
ら
な
い
。
体
を
洗
う
時

は
刺
激
の
少
な
い
石
け
ん
を
用
い
あ

ま
り
こ
す
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
。

▼
食
事
で
は
体
の
温
ま
る
よ
う
な
刺

激
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
る
。

▼
肌
着
は
木
綿
な
ど
の
チ
ク
チ
ク
し

な
い
も
の
を
着
用
す
る
。

▼
保
湿
入
浴
剤
の
使
用
も
よ
い
が
成

分
に
よ
っ
て
は
刺
激
が
強
い
こ
と
も

あ
る
の
で
症
状
が
悪
化
す
る
場
合
は

す
ぐ
に
中
止
す
る
。

　

皮
脂
欠
乏
症
は
進
行
す
る
と
、
か

ゆ
み
が
ひ
ど
く
な
り
、
か
く
こ
と
で

さ
ら
に
皮
膚
が
傷
つ
い
て
か
ゆ
み
が

増
す
と
い
う
悪
循
環
に
お
ち
い
り
や

す
い
状
態
で
す
。
医
療
機
関
で
は
症

状
の
軽
い
時
は
保
湿
剤
を
処
方
し
て
、

ま
ず
皮
膚
に
う
る
お
い
を
与
え
、
か

き
こ
わ
し
た
り
、
皮
膚
が
赤
み
を
お

び
た
﹃
湿
疹
﹄
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
時
は
ス
テ
ロ
イ
ド
の
入
っ
た
塗
り

薬
を
処
方
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
塗

り
薬
で
改
善
が
み
ら
れ
な
い
時
は
、

か
ゆ
み
を
抑
え
る
飲
み
薬
を
併
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

正
し
い
皮
膚
の
手
入
れ
を
し
て
い

て
も
、
か
ゆ
み
が
止
ま
ら
な
い
場
合

は
、
腎
臓
や
肝
臓
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
体
全
体
の
皮
膚
が
赤
く
カ

サ
カ
サ
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
一
度
皮
膚
科
専
門
医
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

　
　
　
　
　
　

医
師　

大
澤　
佳
代

成人歯科健康診査　予約受付中

高齢者インフルエンザ予防接種

高齢者用肺炎球菌ワクチンの接種費用一部助成

今から始める！健康力up術　参加者募集
けんこうりょくアップ

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課健康グループ
  保健センター　☎�0069

『
冬
は
お
手
入
れ
が
大
切
』

　
　
　
　
　
　
　
〜
皮
脂
欠
乏
症
〜
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り
口
が
み
ず
み
ず
し
い
も
の
は
新
鮮

な
証
拠
で
す
。

　
　
　
　
　
　

…
豆
が
よ
く
詰
ま
っ

て
い
て
、
さ
や
が
み
ず
み
ず
し
く
て

ハ
リ
が
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

…
色
あ
い
が
鮮
や
か
な
も
の

で
、
茎
の
太
さ
が
均
一
で
太
す
ぎ
な

い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

…
茎
が
鮮
や
か
な

緑
色
で
、
太
く
て
つ
や
が
あ
り
、
き

れ
い
な
切
り
口
の
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
穂
先
が
し
ま
っ
て
い
る
も

の
は
、
新
鮮
な
証
拠
で
す
。

◎	

冬
野
菜
は
霜
が
降
り
る
と
甘
み
が

強
く
な
り
ま
す
。
春
の
野
菜
は
、

育
ち
盛
り
の
若
い
芽
や
種
を
食
べ

る
も
の
が
多
い
の
で
、
新
鮮
な
も

の
は
す
ぐ
に
下
ゆ
で
な
ど
を
し
て

成
長
を
止
め
る
と
、
甘
み
が
強
く

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

寒
い
時
期
に
ぴ
っ
た
り
！

白
菜
と
厚
揚
げ
の
カ
レ
ー
煮

〈
材
料
（
４
人
分
）〉

白
菜
…
３
０
０
ｇ　

に
ん
じ
ん
…
50

ｇ　

厚
揚
げ
（
四
角
）
…
１
個　

サ

ラ
ダ
油
…
小
さ
じ
１　

Ａ
（
だ
し
汁

…
１
／
２
カ
ッ
プ　

濃
口
し
ょ
う
ゆ

…
大
さ
じ
１
と
１
／
２　

砂
糖
…
小

さ
じ
２　

カ
レ
ー
粉
…
小
さ
じ
１
）

水
溶
き
片
栗
粉
（
片
栗
粉
…
大
さ
じ

１　

水
…
大
さ
じ
１
）

〈
作
り
方
〉

①	
白
菜
は
葉
先
と
根
元
で
分
け
る
。

葉
先
は
縦
半
分
に
し
て
か
ら
３
㎝

　
　
　

　

お
い
し
い
野
菜
は
、
旬
に
出
回
る

鮮
度
の
い
い
も
の
で
す
。
今
回
は
冬

か
ら
春
が
旬
の
野
菜
の
選
び
方
や
保

存
の
方
法
を
伝
授
し
ま
す
。

　
　
　

…
色
が
白
く
、
す
べ
す
べ
で

ハ
リ
と
つ
や
が
あ
り
、
ひ
げ
根
が
少

な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
一
番

先
端
の
し
っ
ぽ
が
長
い
も
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

　
　
　

…
葉
が
大
き
く
、
巻
き
が

し
っ
か
り
し
て
い
て
根
元
の
切
り
口

が
小
さ
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

葉
の
先
端
が
茶
色
く
焼
け
て
い
る
も

の
は
、
霜
が
降
り
た
証
拠
な
の
で
甘

み
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

…
表
面
に
泥
が
つ
い
て
い

て
、
湿
り
気
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
太
さ
は
均
一
で
、
太
す
ぎ

な
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
村
で
作

ら
れ
て
い
る
太
い
品
種
の
も
の
は
、

よ
く
見
か
け
る
細
い
ご
ぼ
う
と
は
違

い
、
柔
ら
か
く
て
ホ
ク
ホ
ク
と
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

…
冬
の
も
の
と
春
の
も

の
で
は
選
び
方
が
変
わ
り
ま
す
。
冬

の
も
の
は
し
っ
か
り
と
巻
い
て
い
て

ず
っ
し
り
と
重
い
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
春
の
も
の
は
外
葉
に
つ
や

が
あ
り
、
巻
き
が
ゆ
る
く
て
み
ず
み

ず
し
い
も
の
を
選
び
ま
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　ウイルス性肝炎は症状が現れにくく、気づかないうちに
肝硬変や肝臓がんへと進行する場合があります。そのため、
検診を受け、早期発見・早期治療することが大切です。
　村の肝炎ウイルス検診では、下記の対象者について、Ｂ
型およびＣ型肝炎ウイルスによる感染の可能性がないかを
検査しますので、希望される人は、申し込みください。
対象者　次の①～③のいずれかに該当する人
①平成24年度中に満40歳となる人
②�平成24年度中に満41歳以上で過去に肝炎ウイルス検診に
相当する検診を受けた事がない人
③特定健診などにおいて肝機能検査に異常がある人
検査の内容　肝炎ウイルス検診は採血で下記の項目につい
て検査します。
①Ｃ型肝炎ウイルス検査
　ＨＣＶ抗体検査
　ＨＣＶ抗原検査（必要な人のみ）
　ＨＣＶ核酸増幅検査（必要な人のみ）
②Ｂ型肝炎ウイルス検査

　ＨＢｓ抗原検査
委託医療機関および診療時間
①�村国保診療所（保健センター内）（月）～（金）午前９時
～正午および（火・金）午後４時30分～６時30分
②村国保千早診療所（火・金）午後２時～４時
③�やすらぎ会　植田診療所（月）～（土）午前９時～正午お
よび（月・火・木・金）午後４時30分～７時

検診実施期間　平成25年３月末まで
申し込み期間　平成25年３月22日（金）まで
受診料　500円
※受診料の免除について
◎検診当日満70歳以上または生活保護世帯に属する人は、
受診料の免除が受けられますので、必ず申し込みの際に申
し出てください。
◎非課税世帯に属する人は、受診料の免除が受けられます
ので、保健センターで用紙を受け取り、役場総務課税務グ
ループで事前に確認書（無料）を発行してもらい、申し込
み時に保健センターへ提出ください。
※受診料支払い後に、免除を申し出た場合、受診料の返還
はできませんので注意ください。

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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（１人分のエネルギー：１23kcal
塩分：１.１ｇ　野菜量：87ｇ）

肝炎ウイルス検診のお知らせ

けんこうのページけんこうのページけんこうのページ 〈問い合わせ〉
  健康福祉課健康グループ
  保健センター　☎�0069

●

●

1�



ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

平成24年工業統計調査を実施します
　工業統計調査は、統計法に基づく重要な統計です。
　調査結果は、中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用
されます。
　調査時点は12月31日です。調査票へのご回答をお願いいたし
ます。
〈問い合わせ〉総務課総務グループ

注１：急患は富田林市立休日診療所（☎㉘1333）を利用ください。
　　　診療日：年末年始（12月29日～１月３日）、日曜日、祝日
　　　受付時間：午前９時～11時30分、午後１時～３時30分
　　　小児救急（中学生まで）は富田林市消防本部（☎㉕1122）へ（午後８時～翌朝８時）
注２：�引っ越しなどで開閉栓が必要な場合、12月28日（金）までに上下水道グループへ連絡してく

ださい。
　　　宅内の修繕業務は、村指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
　　　�下水道については、公共マスより、本管側（道路側）の排水設備修繕業務は上下水道グルー

プまで連絡してください。
注３：12月29日（土）～１月５日（土）まで休業します。
注４：12月28日（金）～１月５日（土）まで休業します。
注５：�午前５時から早朝営業します。初日の出を金剛山でどうぞ！ピクニック広場でロープウェイ

利用者にお楽しみ抽選会を開催します。
注６：午前９時から午後５時まで、15分間隔で運行します。
注７：�早朝５時よりピクニック広場で先着200人に「ふるまい酒」！と「先着1,000人にぜんざい」

プレゼント！
注８：１月１日（火）は燃えるごみ収集はありません。
注９：１月２日（水）は粗大ごみ収集はありません。

年末年始の業務案内
施設・業務名

12月
28日
（金）

29日�
（土）

30日
（日）

31日
（月）

1月
1日
（火）

２日
（水）

３日
（木）

４日
（金）

５日
（土）

村役場 ○ ○

小吹台連絡所 ○ ○

教育委員会事務局 ○ ○

保健センター　　　 ○ ○

村診療所（午前）　注１ ○ ○

千早診療所　　 　注１ ○ ○

村診療所（午後）　注１ ○ ○

上下水道課 ○ 注２ ○

Ｂ＆Ｇ海洋センタ－ ○ ○ ○

くすのきホ－ル ○ ○ ○

くすのきホ－ル図書室 ○ ○ ○

村立郷土資料館　 注３ 〇

道の駅「ちはやあかさか」注４

金剛山ロープウェイ ○ ○ ○ ○ 注５ 注６ ○ ○

香楠荘 ○ ○ ○ ○ 注７ ○ ○ ○ ○

臨時ごみ持ち込み ○ ○

し尿臨時くみ取り ○ ○ ○

定期ごみ収集　注８、注９ ○ 粗大 注８ 注９ ○

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

も え る ご み
（火・金曜日）

12月４日（火）・
７日（金）・11日（火）
14日（金）・18日（火）
21日（金）・25日（火）
28日（金）
１月４日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

12月５日（水）
29日（土）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

12月13日（木）
　　27日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 12月20日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） 12月26日（水）

各地区ミゼット車 12月18日（火）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 12月27日（木）予定

千早、東阪、中津原 12月28日（金）予定

心配ごと 12月６日（木）・20日（木）

児　　童 12月６日（木）

行　　政 12月20日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
役場会議室
※事前に電話で予約してください。
（太子町・河南町役場でもご相談でき
ます）

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

〈問い合わせ〉
千早赤阪村住民課住民生活グループ・河南町生活環境課
☎�2500・太子町住民人権グループ☎�5515　

総人口　6,017人（－15）
　男　　2,863人（－７）
　女　　3,154人（－８）
世帯数　2,362戸（－２）

10月末日現在、（	　）	は対前月比
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※１月分の収集はありません


